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回忌詞「

討議 11

警

産
経
新
聞
社
主
催
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
引

「二
十一

世紀
グ
ロ
ーバ

ル
社
会
を
イ
メ

！
？
す
る」
共
同
討
議
i

の
テ
l

マ
は

「
グ
ロ
iパ
リ
ゼ
l

ショ
ン
の
諮
問
題｜

改
め
て
日

本
人
の。
国
際化。
を
問
う」

。

大
阪大
学
人
間
科
学
部
教
授
の
宵
木
保
氏

を
議
長
に、
九
人
の
討
論
者
が、
湾
岸
戦

争
後
の
日
米
関
係
や
国
際
情
勢
を
検
証
し

た
う
え

で、
南
北
問
題
や
国
連
に
お
い
て

白
本
の
巣
た
すべ
き
役
割

な
ど
を
め
ぐっ

て
話
し
合っ
た 。

．．． 

． 

FORUM'91 

． ． ． ． 

長

竹千青長糠．中

II谷
川沢嶋

保
（
大
阪
大
学
人
間
撃

部教授〉

生
〈
第二
電
電
株
式
会
社
専
務
取
締
役）

誉
ハ
日
本
ア
イ・
ピ
l・

エ
ム
株
式
会
社

常
務
取
締役〉

嶺

雄
〈
棄
外
国
語
大
学
護〉

和

夫
〈
経
済
団
一重
合
会
常
務
理
事〉

三
千
子
〈
埼
玉
大

学教授〉

イ幸

青
木
今
後二
十一

世紀
に

か
け
て世
界
に
は
い
ろ

い
ろ
と

離
し

い
問
題
が
起
こっ
て
く

る。
そ
う
し
た
世
界
情
勢
の
中

で
の
日

本
の
立
場、
果
た
すべ

き
役
割
を
前
向
き

な
姿
勢

で
討

識
し
た

い。
千本
企
業
の
経
営
者
の
観

点
に
立っ
た
場合、
グ
ロ
lパ

リ
ゼ
l

ジョ
ン

は、
抽
象
的

な

存
在
か
ら
具
体
的
意
思
決
定
を
論
理
と
企
業
の
論
理
の
板挟
み

迫
ら
れ
る
レペ
ル
に

なっ
てい
に
あっ
てい
る。

る。
湾
岸
戦
争中
に、
京セ
ラ

穂
沢
十
日
ほ
ど
前
に
米
ア

の
国
際
経
営
会
議
が
聞
か
れ、

ラパ
マ
州

で
開

『

全
世
界
か
ら
関
係
会
社
の
社
民
か
れ
た
米
英
の
一

euF
三歪
メ
力
袋詰Oて
大
ぞ
』2
3
て・
三ニd

の・じ
さ、
r…ブマ
、ふり
芝
t
を
ノ
ア
／
Y
F
－

が
席
に

並HY、
ア
メ
リ

カい司
防
長
官一

中
嶋
圏
内

で
も
日

本
は
こ

こ
ま

で
経
済
が
大
き
く

なっ
た

か
ら 、
貢
献
すべ
き
と

い
う
声

が
急
起
に
出
て
嘗
て
い
る。
こ

の
ま
ま
政
府
が
何
も

な
し
え
ず

に
い
た
ら、
国
民
の
間
に
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズム
志
向
が
高
ま

る
よ

う
な
気
が
す
る。
し
か
し
世
界

は、

本当
に
日

本
に
貢
献
し
て

ほ
し

い
と
思っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か 。
ド

イ
ツ

は
西
欧
に
と
け

込
み、
そ
の
こ
と
が
東
西
ド

イ

ツ
の
統一
に
結
び
付
い
た 。
日

本
は
ア
ヲ
ア
の
中

で
さ
え
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
が
と
れ
て
い
な

い。
つ
ま
り
「
機
が
熱
し
て
い

な
い」
の

で
あ
る。

光
田
私
は、
日

本
の
側
に

貢
献
す
る
た
め
の
三
つ
の
ポ
イ

ン
ト

が
そ
ろっ
て
い
な
い
と考

え
て
い
る。
第一
は、
貢
献
す

る
余
裕
が
あ
る
の
か
と

い
う

点 。
金
の

面で
我々
は
世
界
が

思っ
て
い
る
ほ
ど
裕
福

な
の

か、
ま
た
貢
献
す
る
た
め
の
知

的蓄
積
は
あ
る
の
か、
と

い
う

疑
問
が
あ
る。
第二
は
ピ
ヲョ

ン
の
問
題 。
か
つ
て
は
内
容
の

普
悪
は
別
に
し
て
大
東
亜
共
栄

固
と

い
う
ピ
ヲ
ョ

ン
が
あっ

た 。
い
ま
の
日

本
人
は
ピ
ヲヨ

ン
を
持っ
て
い
る
の
か 。
パ
レ

ス
チ
ナ
問
題
は
か
く

あ
る
ぺ

し、
と
醤
え

る
人
が
何
人

い
る

だ
ろ
う
か 。
第三
は、
日

本
を

な
どの
メ
ンバ
ー

が
出
兵

で
欠

席
す
る
と

い
う
事
態
が
起
き

た 。
国
際
的

な
企
業
は、
国
の

世
界
"""' 

が、
「
冷
戦
は
終
わっ
た 。
日

本
が
勝っ
た」
と
述ぺ
た 。
戦

争
が
終
わっ
て
ア
メ
リ
カ
の
知

見
て、
日

本
は
貢
献
す
る
力
が

あ
る
と
恩
わ
れ
て
い
る。
世
界

へ
の
貢
献
は
日

本
の
避
げ
て
通

の
貢
献
は

。
責
務。

日
本
人
に
強
い
「

異
質
論」

ラ
プ
や
西
欧
の

常
織
と

は
何

か、
そ
こ
ま

で

勉
強し
て
乗
り

込
ま

な
い
と
危

な10土
野
筒
岸

戦争は 、
「
日

本
は
大
国

で
あ

る」
と

い
う
自

分
で
つ
くっ
た

イ
メ！
？
に
酔

っ
てい
る
場
合

で
は
な
い、
と

教
え
て
く
れ

た 。
ス
ウェ
ー

デ
ン

は
湾
岸
戦

争
時
に、
イ
ギ

リ
ス
政
府
の
要

調で
五
百二
＋

五
人
の
医
療
チ

ー
ム
を
送
り 、

野
戦
病
院で
多
国
籍
軍

兵士も

イ
ラ
ク
軍
兵
士
も
手
当
てし

た 。
す
ご

い
の
は、
医
師
ら
の

ほ
か
に三
千人
も
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
参
加
し 、
さ
ら
に
ボ
ラ

ン
ティ
ア
が
帰
国
後
に
元
の
職

場
に
復
帰

で
き

る
シ
ス
テ
ム
を

盤
え
て
い
た
こ
と

で
あ
る。
そ

れ
に
対
し
て
日

本
は一
人
の
医

師
も
送っ
て
い
な
い。
ス
ウェ

ー
デ
ン

は
人
口
も
G
N
P
も 、

ア
ラ
プ
の
石
油
依
存
度
も
日

本

の
十
五
分
の一

で
あ
る。
日

本

管氏竹中

的
階
級
は、
財
政
赤
字、
通
商

問
題

な
ど
に
自
が
戻
っ

て
い

る。
今
後
の
世
界
の
経
営
か
ら

は れ
実竹な
力中い
以 道
上目で
に本あ
評はる
価 お

和夫t I 抗 議
キ l て面

」 回目白晶－ i＼で
穂沢明正氏光田

買
献
を
求
め

る
声
は
低
く

な
る

の
で
は
な
い
か 。

あ
わ
せ
て
中
陥
さ
ん
に
質
問

し
た

い。
日

本
が
主
体的
に
第

一

一国献
者
と
し
て
届
り
出

る
に

は
「
機
は
熟
し
て
い
な
い」
と

い
う
発
言
の
背
震
に
は、
将
来

日
本
が
力
の
主
体
に

な
る
と

い

う
懸
念
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か 。

湾
岸
危
樋

で
わ
かっ
た
の
は
ア

メ
リ
カ

は
必
要

な
と
き
に
は
力

を
使
う
と

い
う
こ
と

で
あ
る。

日
本
は
そ
の
転
換
点
を
乗
り
切

で
す
ま

な
い
時
代
が
始
ま
りつ

つ
あ
る。
文
化
や
経
済

で、
今

後
日

本
は
ア
メ
リ
カ
だ
け
に
依

存
で
き

な
い
と

い
う
問
題
が
出

て
く

る。
そ
こ

で
我々
は
あ
ら

た
め
て
グ
ロ
1パ
リ
ゼ
！
シヨ

ン
を
考
え

な
け
れ
ば

な
ら

な

竹
中
さ
き
ほ
ど
貢
献
に
対

す
る
ピ
ヲ
ョ

ン
の
話
が
出
た

が 、
ア
メ
リ
カ
人
に
とっ
て
日

本
人
の
ピ
ヲョ
ン
が
不
鮮
明

で

あ
る
こ
と

は、
盟
要

な
心
理
的

要
素
と
し
て
日
米
関
係

の
問
題
の一
つ
と

なっ

て
い
る。
日
本人
は
自

分
が
世
界

で
嫌
わ
れ
て

い
る
と
思

い
込
ん

で
い

る
が、
野
村総
合
研
究

断伊作歓E

C化加

欠
け
て
い
る
貢
献
の
条
件
光
田

問

パJ � 

スル

樹
（
T
B
S
プ
リ
タニ
力

取締役、

ニュ
ー
ズ
ウィ
ー
ク
日
本
版

編
集
長）

光

田

明

正
（
国
際
交
差
金
常
務理
事）

吉

田

康

彦
ハ
ジャ
ー

ナ
リ
ス
ト）

ロ
グ
ャ
i
・

パ
ル
パ
l

ス
〈
作
家 、
シ
ナ
リ
オ
ライ

タ
l〉

土

繁

保積長

る
の
に、
人
間
性
の

面で
は、

実
態
以
上
に
悪
く
言
わ
れ
て
い

る
と
思
う 。一一 、
三
年
前
に
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド

社
が 、
世
界
の

「一
人
当
た
りの
国
民
白
哲」

を
出
し
た 。
そ
の
デ
ー

タ
を
見

る
と、
日

本
は
倣
界一
の
長
寿

国
で
犯
罪
発
生
率

は
世
界一
低

い。
教
育
水
準
が
商
く 、
国
民

所
得
も
多

い。
こ
れ
は
数
字

で

見
る
限
り、
人
類
が
追
い
求
め

て
き
たパ
ラ
ダ
イ
ス

で
は
な
い

だ
ろ
う
か 。

な
の
に

な
ぜ
日

本

は
袋
だ
た
き
に
あ
う
の
か 。
日

本
ア
イ・
ピ
l・

エ
ム
を
例
に

とっ
て
考え
て
み
る
と、

就業

時
間

は
毎
日
午
後
五
時
三
十
六

分
ま

で
と
決
まっ
て
い
る。
こ

れ
は
週
休二
日
制
に
移

行
し
た
際
に、
土
曜
日

の
三
時
間
の
勤
務
時
聞

を
単
純
に
五
日
に
等
し

l

く
配
分
し
た
結
果

な
の

だ
が、
外
部
の
人
か
ら

は
「
さ
す
が
外
資
は
分

刻
み
の
管
理

で
す
ね」
と
言
わ

れ
る。
外
資
は一

睡遣
う
と

い

う
こ
と
に
し

な
い
と、
日

本
人

は
納得
し

な
い。
ア
メ
リ
カ
に

も
日
本
人
異
質
論
が
あ
る
が、

－e・

94実基調－
hub

p広井同盟F

旨司
会問き一
芸
盆
く
らっ
C、
る

¢
は
日

本
人
だ
と
思
う ひ

青木糠
沢

竹
中

上 、
診
商
す
る
の
は
当
然

で
あ

る。
お
金
を
出
し 、
知
恵
を
出

し 、
人
を出
す 。
結
外
国

は
み

ん
な

出
資
金
に
晶体ロっ
た
診
画

を
し
て
い
る。
国
連
と
雷つ
で

も約
巴
→
モ
グ
tF
紛
限
か
古町

る。
日

本
は
安
全
保
障
理
事
会

以
外

で
は
大
国

で
あ
る。
イ
ギ

リ
ス 、
ア
メ
リ
カ
の
脱
退
し
て

い
る
ユ
ネ
スコ

で
は
最
大
の
出

資国
で
あ
る。
に
も
か
か
わ
ら

ず 、
ユ
ネ
スコ
に
お
い
て
も
し

か
る
べ
き
口
を
出
し
て
い
な

い。
国
連

で
は
「
世
界
か
ら
求

め
ら
れ
て
い
る
か」

な
ど
と
自

問
自
答
す
る
必
要
は
な
い。

パ
ル
パ
l

ス
去
年
オ
ー

ス

ト
ラ
リ
ア
の
キャ
ンベ
ラ

で、

ソ
ロ
モ
ン
群
島
の
人
に、
私
が

日
本
に
住
ん

で
い
る
と
言っ
た

吉田

土野

連に全面的な参画を

満・…反論せぬ日本人

パ
ル
パ

ース

東京
か
ら
京

都
に
引っ
越
し
てき
て
聞
も

な

い
こ
ろ、
子
供
がよ
く

い
じ
め

ら
れ
た 。
し
か
し
し
ば
ら
く
し

て
子
供
が
京
都
弁を
しゃ
べ
る

よ
う
に

な
る
と、
ベ
ル
リ
ン
の

壁
が
崩
服
す
る
か
の
よ
う
に

「
京
都
の
壁」
が
崩
れ
て
仲
間

に
入
れ
ても
ら
え
た 。
こ
れ
は

国
際
的

な
ス
テ
！

？
で
も

あ
て

は
ま

る
問
題
だ
と
思
う 。
シ
チ

ズ
ン
シッ
プ
（
国籍）

、
レ
イ

ス
（
人
稲〉

、
ェ
ス
ニ
ッ
ク

（
民
族〉

、
ナショ
ナ
り

ティ

！
〈
国
民
性）

！
と

い
う
四つ

の
苫
誕
の
定
議を
き
ち
ん
と
顕

の
中
に
入
れ

な
い
限
り、
日

本

人
は
国
際
人
にな
れ

な
い。

吉
田
私
は一
昨
年
ま

で
十

年
間、
国
連
に
勤
務
し
てい
た 。

回
避
の
立
場
から
見
る
と、
日

本
の
果
た
し
て
い
る
役
割
は
極

め
て
小さ
く、
ア
メ
リ
カ
の
陰

に
隠
れ
て目
立た

な
い。
総
会

で
人
栴や
人
迫の
決
議
に
は
い

つ
も
棄権
か
反
対
の
立
場
を
取

る。
こ
れ
か
ら
の
白
木
の
役
割

を
考
え
る
と
き、
人
道、
人

権 、
文
化 、
コ
ミュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
を
キ
ー

ワ
ー
ド

に、
経
済

ο準
濯
に
よっ
亡
きD
に
滑
長

zd
ギャ
ッ

プ
を
哩
め
て、
く
＝

と
が
今
後
¢
誘
閣
で
あ語。

り
方
の一
つ
の
答
え
になっ
て

い
る
よ
う

な
気
が
す
る。

吉
田
そ
れ
は
フィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
に
つ

い
て
は
宮え

る
こ

と
だ
と
思
う 。
た
と
えば
離
民

σ
た
め
に
央一戸
を
創
るこ
と
に

理
屈
は
い
ら

な
い。
しか
し
口

を出さ
な
い
と、
限
解さ
れ
る

ケ
l

ス
は
い
く
ら

で
もあ

る。

国
連
の
会
議

で
しゃ
べ
ら

な
い

の
で
は
出
席
す
る
意
味
が

な

い。
私
は
そ
の
た
め
に、
マ
ル

チ
外
交
や
文
化
を
伝
える
専
門

家
を
餐
成
す
る
必
要
があ
る
と

考
え
て
い
る。

穂
沢
園
の
個性
はそ
う
簡

単
に
変
わ

る
も
の

で
はな
い。

自
分
の
国
の
個
性
を
知り 、
そ

の
個
性
に
従
順

で
あ
るこ
と
も

必
要

な
の

で
は
な
い
か。
口
下

手
を
直
す
努
力
は
必
要だ
が、

口
下
手

で
損
をし
て
も
仕
方
が

な
い
と
の
覚
悟
をも
つ
こ
と
の

方
が
大
切
だ
と
思
う
が 。

土
野
へ
i

ゼ
ル
タイ
ン
前

英
国
防
相
が
来
日
し
たと
き 、

「
東
ア
ヲ
ア
か
ら
ア
メリ
カ
が

手
を
引
く
と 、
日

本
は必
ず
核

武
装
を
す
る」
と

い
う主
張
を

展
開
し
た 。
私
は
日

本
の
世
論

や
東
ア
ヲ
ア
の

緊張紐和
か
ら

考
え
て、
そ
れ
は
ナンセ
ン
ス

で
あ
る
と
話
し
た 。
し
か
し
同

席
し
て
い
た
外
店
省

など
の
政

府
高
官
は
不
満
そ
う

な
翻
は
し

て
も、
反
論
し
よ
う
と
し

な

い。
同
国
防
相
は
帰
国
し
て

「
私
の
意
見
に
ほ
と
んど
の
日

本
人
は
反
対
し

な
かっ
た」
と

百っ
た
だ
ろ
う 。
こ
こに
日

本

の
対外コ
ミュ
ニ
ケーショ
ン

の
線

本
的

な
問
題
が
ある 。

共同討議　改めて日本人の“国際化”を問う1　産経新聞-1991.04.30


